
平
成
三
十
年
九
月
吉
日

ご
町
内
の
皆
様

秋
祭
り
に
つ

拝
啓

い
て
　
（
お
知
ら
せ
）

吉
備
常
彦
神
社
　
宮
司

総
代
会

会
長

　
初
秋
の
候
、
ま
す
ま
す
御
健
勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
平
素
は
当
社
淡
竹
の
た
め
に
格
別
の
ご
高
配
を
賜
り
、
有
難

く
篤
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
例
年
ど
お
り
今
年
も
十
月
二
十
日
（
土
）
・
二
十
一
日
（
日
）
に
、
当
社
秋
季
刊
大
祭
を
別
紙
の
通
り
秀
行
致
し
ま
す
。

　
特
に
今
年
は
天
皇
陛
下
御
即
位
三
十
年
の
大
慶
の
御
手
を
迎
え
、
併
せ
て
当
神
社
ご
本
殿
を
池
田
淵
政
Ｘ
が
ご
造
営
く
だ
さ
い
ま

し
て
三
百
二
十
一
年
を
迎
え
ま
す
。
さ
ら
に
。
「
机
太
郎
伝
説
」
の
生
ま
れ
た
ま
ち
　
お
か
や
す
と
し
て
、
日
本
道
産
の
構
成
文
化

財
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
こ
れ
を
奉
祝
し
、
さ
ら
に
西
日
本
豪
雨
災
害
や
台
風
・
地
震
な
ど
に
被
災
さ
れ
ま
し
た
方
々
の
復
興
を
祈
願
す
る
と
と
も

に
、
岡
山
を
盛
り
上
げ
る
為
、
ま
た
、
氏
子
崇
牧
者
を
は
じ
め
沓
様
方
が
大
切
に
思
っ
て
い
た
だ
け
る
神
社
に
当
社
が
な
れ
ま
す
よ

う
に
、
今
後
、
古
き
良
き
伝
統
を
尊
重
し
時
代
に
あ
っ
た
神
事
を
行
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　
今
回
は
奉
祝
の
特
別
神
事
と
し
て
、
秋
季
例
大
祭
の
流
鏑
馬
神
季
の
あ
と
、
旧
岡
山
藩
主
の
池
回
家
と
ご
神
縁
深
い
、
備
洲
岡
山

城
鉄
砲
隊
に
よ
る
藤
岡
沢
古
式
砲
術
を
執
り
行
い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
ご
参
拝
下
さ
い
ま
す
よ
う
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。
尚
、
駐
車
場
は
台
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。
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１

０２

午
後
六
時
頃
～

子宵
ど
も
だ

０１

ん祭

(上)

　
　
　
　
り

じ
り
奉
納

１
う
２
�

午
前
十
時

特
別
神
事

※
小
雨
決
行
。
荒
天
に
よ
り
Ｉ
部
内
容
を
変
更

　
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
当
日
は
混
雑
が
予
測
さ
れ
ま
す
の
で
、
で
き

　
る
だ
け
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
そ
の
他
、
注
意
事
項
等
は
当
社
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
を

　
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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